
　３月14日の北陸新幹線開業、それに伴い
旅番組やバラエティー番組などで金沢が全
国放送されたことにより、連日県外より多く
の方々がこの地にやって来ております。また、
現在放送されているＮＨＫ朝の連続テレビ小
説『まれ』も視聴率の伸びには苦戦しているよ
うですが、石川・輪島の地に多くの観光客を
呼び込み経済波及効果をもたらしています。

　その『まれ』に登場する魔女姫人形のことは
ご存知でしょうか？キッチンウィッチという
ヨーロッパで古くから伝わるお守りで、台所
に飾るそうです。火事を出さない、美味しい料
理が作れる、家族の健康を守るなど魔除けと
なるそうです。この事を知ったことにより、奇
妙な魔女人形も、最近ちょっこし愛らしく見
えれるげんてぇ～。 （Ｍ．Ｏ）

（２）出資金見合いの緊急融資について
２.組合運営委員会より
（１）不燃物有料回収について
（２）町内一斉清掃について
（３）会館大規模修繕 外壁工事について
（４）無線ＬＡＮルータの設置について　
（５）１階大ホールのＬＥＤ照明導入について
３．厚生委員会より
（１）平成27年度福利厚生事業計画（案）について
４．情報戦略委員会より
（１）組合（会館）ホームページのブログ運営について
（２）石川県産業創出支援機構内の「よろず支援拠点」と

の連携について
５．活性化委員会より
（１）活性化委員会から組合運営委員会への提言につ

いて
６．青年部会より
（１）４月定例会（平成27年度定時総会）
（２）６月定例会（マイナンバーセミナー）
●27日 不燃物有料回収　17社参加

●３日 理事会
１．総務委員会より
（１）集団健康診断の実施について
（２）組合員の脱退について
（３）出資金の移動について
２.組合運営委員会より
（１）会館大規模修繕 空調機器更新・外壁修繕工事に

ついて
３．厚生委員会より
（１）新入社員フォローアップ研修について　
（２）福利厚生事業計画について
４．情報戦略委員会より
（１）組合（会館）ホームページのブログ運営について
５．活性化委員会より
（１）しんきんビジネスフェア「北陸ビジネス街道

2015」について
６．青年部会より
（１）４月定例会（平成27年度定時総会）
（２）６月定例会（マイナンバーセミナー）
●４日 高崎問屋街青年経営者研究会 視察来訪

（１）問屋まちスタジオ27年２～３月のイベントにつ
いて

６．青年部会より
（１）１月定例会（新年総会及び新年懇親会）
（２）２月定例会（「食による活性化を考える」セミナー）
（３）３月定例会（「５年後に向けての青年部会の発展

のために」意見交換会）
●４日 社員特別研修会　12社38名参加

●２日 新入社員歓迎式　12社50名参加
●６日 理事会
１．総務委員会より
（１）事業所従業員数調査について
（２）新入社員歓迎式について
（３）出資金見合いの緊急融資について
（４）平成27年３月31日現在の組合員数について
２.組合運営委員会より
（１）地域工場・中小企業等の省エネルギー設備導入

補助金について
（２）会館の発展的改修について
（３）町内一斉清掃について
３．厚生委員会より
（１）新入社員行事の開催について
４．情報戦略委員会より
（１）金沢市卸売業経営革新支援事業について
５．青年部会より
（１）３月定例会（「５年後に向けての青年部会の発展

のために」意見交換会）
（２）４月定例会（平成27年度定時総会）
６．事務局より
（１）周辺道路について
（２）管理人の交代について
●７日 新入社員電話教室　10社31名参加
●８日～９日　新入社員研修会　12社42名参加
●８日 町内一斉清掃　115社130名参加

●８日 理事会
１．総務委員会より
（１）第52回通常総会について

●５日 新年互礼会
●26日 理事会
１．総務委員会より
（１）景況調査の集計結果について
（２）新入社員歓迎式について
２.組合運営委員会より
（１）会館大規模修繕 空調設備工事について
（２）会館利用規約の改正について
３．厚生委員会より
（１）インフルエンザ予防接種の実施について
（２）経営者研修会の開催について
（３）社員特別研修会の開催について
（４）新入社員行事について
４．情報戦略委員会より
（１）金沢市卸売業経営革新支援事業について
（２）移動中小企業相談所開設について
５．活性化委員会より
（１）26年度美大作品買上並びにデザイン等制作依

頼補助制度の募集結果及び決定について
（２）問屋まちスタジオ27年１～３月のイベントにつ

いて
６．青年部会より
（１）１月定例会（新年総会及び新年懇親会）
（２）２月定例会（「食による活性化を考える」セミナー）
７．事務局より
（１）理事選考委員の任命について
（２）金澤老舗百年展について

●17日 経営者研修会　17社28名参加
●18日 社員特別研修会　15社58名参加
●19日～20日　情報戦略委員会 熊本流通団地協
同組合視察訪問

●３日 理事会
１．総務委員会より
（１）４月～12月の決算について
（２）組合員の脱退について
（３）出資金見合いの緊急融資について
（４）生活習慣病予防健診について
２．組合運営委員会より
（１）会館大規模修繕 外壁修繕工事について
（２）会館大規模修繕 その他工事について
（３）会館利用規約の改正について
（４）会館備品購入について
（５）町内一斉清掃について
３．厚生委員会より
（１）経営者研修会の開催について
（２）社員特別研修会の開催について
４．情報戦略委員会より
（１） 金沢市卸売業経営革新支援事業について
５．活性化委員会より
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第52回通常総会を開催
理事長就任にあたって／退任にあたって
バトンエッセー
うちのキラリンさん
わが社をＰＲ
事務局だより

活
気
あ
る

金
沢
問
屋
セ
ン
タ
ー

活
気
あ
る

金
沢
問
屋
セ
ン
タ
ー



第52回

通
常
総
会
を
開
催

１
．総
会
の
種
類 
通
常
総
会

２
．招
集
期
日 
平
成
27
年
５
月
12
日

３
．開
催
期
日 
平
成
27
年
５
月
25
日

４
．開
催
場
所 

ホ
テ
ル
日
航
金
沢

 

３
階 
孔
雀
の
間

５
．組
合
員
総
数 

１
０
５
人

６
．出
席
者
数 

本
人
出
席
50
人

 

委
任
状
出
席
38
人

【 

議
　
事 

】

〈
第
１
号
議
案
〉 

平
成
26
年
度
事
業
報
告
、貸
借

対
照
表
、損
益
計
算
書
、財
産
目
録
の
承
認
及
び
監

査
報
告
の
件

〈
第
２
号
議
案
〉 

平
成
26
年
度
損
失
金
処
理（
案
）

承
認
の
件

〈
第
３
号
議
案
〉 

平
成
27
年
度
事
業
計
画（
案
）承

認
の
件

〈
第
４
号
議
案
〉　
平
成
27
年
度
収
支
予
算（
案
）並

び
に
賦
課
金
の
賦
課
徴
収
方
法
承
認
の
件

〈
第
５
号
議
案
〉　
平
成
27
年
度
組
合
借
入
金
の
最

高
限
度
額
及
び
１
組
合
員
に
対
す
る
貸
出
限
度
額

承
認
の
件

〈
第
６
号
議
案
〉　
理
事
及
び
監
事
改
選
の
件

　
以
上
の
議
案
す
べ
て
に
つ
い
て
審
議
を
終
了
し
、

午
後
６
時
10
分
閉
会
し
た
。

　
そ
の
後
、懇
親
会
を
開
催
し
た
。

塚
田 

勝
之
 
石
川
県
商
工
労
働
部
次
長

江
口 

弘
泰
 
金
沢
市
経
済
局
商
業
振
興
課
長

山
出
　 

保
 
石
川
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
会
長

宮
内 

正
司
 
商
工
組
合
中
央
金
庫
金
沢
支
店
長

樫
見 

昭
一
 
北
國
銀
行
問
屋
町
支
店
長

松
﨑 

隆
明
 
金
沢
信
用
金
庫
問
屋
町
支
店
長

来
賓
出
席
者

協
同
組
合
金
沢
問
屋
セ
ン
タ
ー
の
第
52
回
通
常
総
会
が
平
成
27
年
５
月
25
日

（
月
）、ホ
テ
ル
日
航
金
沢
で
開
催
さ
れ
、全
議
案
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

総会終了後、懇親
会が開催された。

役員・委員会名簿

担当副理事長　小川 榮一総務委員会

理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
相談役理事
理事
理事
理事

社長 髙桑 幸一
社長 小川 榮一
会長 若林 智雄
会長 越原 悠三
社長 冨木 誠一
社長 西川 英治
 
社長 岡本　 進
社長 茨木 喜幸
会長 小川 甚次郎

㈱キョー・エイ
小川商事㈱
㈱寿商会
㈱コシハラ
㈱トミキライフケア
㈱五井建築研究所
伊藤 淳藏
岡本㈱
川上産業㈱
小川㈱

理事
理事
理事
理事
理事
理事
理事
理事
理事
理事

大宗㈱
㈱土谷九兵衛商店
㈱ほくつう
㈱トルハート
丸与商事㈱
森佐㈱
㈱マツモト
アサヒ冷機
冨木医療器㈱
㈱シキケミカル

中西㈱
㈲ネーミングこしの
㈱たなかや
㈱ヤギコーポレーション
成瀬電気工事㈱
泰和ゴム興業㈱
㈱マルシン
斉田ベビー㈱
㈲吉野利工具
織田寝具㈱

社長 大西 憲治
社長 土谷　 守
社長 嶋田 泰嗣
社長 髙崎 幹雄
社長 住田　 敏
社長 森　 昭夫
社長 和泉 健治
社長 東藤 幸介
社長 冨木 隆夫
社長 普和 克守

理事
理事
理事
理事
理事
理事
理事
監事
監事
監事

社長 中西 一彰
社長 越野 　勉
社長 田中 清一
社長 八木 圭一朗
社長 成瀬 亮太郎
社長 藤本 博司
社長 丸岡 信之
会長 斉田 泰吉
社長 吉野 竹英
社長 織田 和弘

委員長
副委員長
副委員長

委員
委員
委員

委員
委員

社長 嶋田 泰嗣
社長 森　 昭夫
社長 越野　 勉

㈱ほくつう
森佐㈱
㈲ネーミングこしの

㈱ヤギコーポレーション
㈱オータニ
丸六㈱

社長 八木 圭一朗
社長 大谷 方人
社長 篠原 　淳

㈱東山商会
大宗㈱

社長 道上 　聖
専務 大西 聡一郎

委員長
副委員長
副委員長

委員
委員
委員

委員
委員

社長 住田 　敏
社長 和泉 健治
社長 中西 一彰

丸与商事㈱
㈱マツモト
中西㈱

小川㈱
北村電機産業㈱
ナカダ㈱

会長 小川 甚次郎
社長 稲田 愼二
専務 中田 文夫

㈱賛協
㈱小山商会

社長 多田 泰雄
社長 小山 博司

委員長
副委員長
副委員長

担当副理事長　越原 悠三厚生委員会

担当副理事長　若林 智雄組合運営委員会
委員
委員
委員

委員
委員

社長 大西 憲治
社長 岡本　 進
社長 東藤 幸介

大宗㈱
岡本㈱
アサヒ冷機

㈱シキケミカル
㈱たなかや
ウイルビー㈱

社長 普和 克守
社長 田中 清一
常務 村上 武一

㈱アルプ企画
㈱コシハラ

常務 髙間 俊成
社長 越原 寿朗

委員長
副委員長
副委員長

委員
委員
委員

委員
委員

社長 茨木 喜幸
社長 土谷　 守
社長 冨木 隆夫

川上産業㈱
㈱土谷九兵衛商店
冨木医療器㈱

㈱マルシン
金沢機工㈱
小倉㈱

社長 丸岡 信之
会長 井上 三郎
会長 小倉 外志朗

㈱キョー・エイ
小川商事㈱

取締役　太田 善久
取締役　五寶 一雄

担当副理事長　冨木 誠一情報戦略委員会

委員長
副委員長
副委員長

委員
委員
委員

委員
委員

社長 藤本 博司
会長 髙崎 幹雄
社長 成瀬 亮太郎

泰和ゴム興業㈱
㈱トルハート
成瀬電気工事㈱

弘進ゴム㈱
ジャパンプレミアム㈱
㈱ほくつう

社長 今井　 仁
社長 三谷 浩二
取締役　高宮 一朗

川崎㈱
㈱後山電機

専務 川崎 謙介
社長 後山 潤一

担当副理事長　西川 英治活性化委員会

ら
後
の
リ
ク
ル
ー
ト
活
動
に
も
大
い
に
貢
献
す
る

こ
と
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
話
題
は
変
わ
り
ま
す
が
、
常
々
心
配
し
て
お
り

ま
し
た
空
き
店
舗
対
策
の
件
で
す
。
お
陰
さ
ま
で

ほ
ぼ
埋
め
尽
く
さ
れ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
で
し
ょ
う
。
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

新
し
く
組
合
に
加
入
し
て
く
だ
さ
っ
た
各
社
各
位

に
感
謝
致
し
ま
す
。

　
さ
て
（協）
金
沢
問
屋
セ
ン
タ
ー
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

る
会
館
が
竣
工
し
て
約
30
年
、
大
修
繕
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
結
論
に
至
り
ま
し
た
。
幸

い
な
こ
と
に
現
行
の
耐
震
基
準
を
満
た
す
建
物
だ

っ
た
た
め
修
繕
に
踏
み
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

会
館
は
組
合
に
と
っ
て
大
き
な
収
入
源
で
す
。
よ

り
多
く
の
売
り
上
げ
が
で
き
る
よ
う
、
ま
ず
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
と
し
て
空
調
設
備
を
全
面
刷
新
し
、

１
階
大
ホ
ー
ル
の
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
し
て
外

壁
タ
イ
ル
の
剥
離
落
下
の
危
険
回
避
と
雨
漏
り
対

策
が
主
な
修
繕
箇
所
で
し
た
。
こ
の
修
繕
が
（協）
金

沢
問
屋
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
て
い
く
う
え
で
必
要

な
経
費
の
収
入
元
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。「
伊
藤
前
理
事
長
は
何
も
せ
ん
と
金
だ
け
使

っ
て
リ
タ
イ
ヤ
し
た
な
」と
言
わ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
私
は
信
念
を
持
っ
て
決
断
し
た
こ
と

を
ご
理
解
い
た
だ
け
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
３
月
に
北
陸
新
幹
線
が
開
通
し
約

３
か
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
非
常
に
沢
山
の
観
光

客
が
来
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
我
々
商
人
は
、

「
人
も
来
る
情
報
も
来
る
」こ
の
新
し
い
時
代
の
幕

開
け
を
絶
好
の
機
会
と
捉
え
、
こ
れ
ま
で
の
発
想

や
行
動
と
違
っ
た
視
点
を
持
っ
て
対
処
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
生
意
気
な
言

い
方
で
す
が
、
知
恵
を
絞
っ
て
世
の
中
の
ス
ピ
ー

ド
に
負
け
な
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
築
く
こ
と
が
喫
緊
の

課
題
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
組
合
員
皆

様
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

　
４
年
間
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
23
年
５
月
に
理
事
長
を
拝
命
し
、
２
期
４

年
を
大
過
な
く
勤
め
ら
れ
ま
し
た
の
は
組
合
員
理

事
、
組
合
員
各
位
、
組
合
事
務
職
員
の
絶
大
な
ご

助
力
の
お
陰
と
、
誠
に
あ
り
が
た
く
感
謝
申
し
上

げ
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
４
年
前
、
冨
木
さ
ん
か
ら
バ
ト
ン
を
受
け

取
り
、「
美
し
い
街
を
創
る
」を
合
言
葉
に
金
沢
美

術
工
芸
大
学
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
を

図
る
中
で
開
催
し
た「
問×

美
」で
は
、
組
合
員

各
社
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
商
品
が
見
事
に

現
代
ア
ー
ト
作
品
に
変
身
し
展
示
さ
れ
た
驚
き
が

特
に
思
い
出
に
残
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
残
念
な
の

は
、
組
合
員
の
理
解
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
か

参
加
者
が
少
な
か
っ
た
こ
と
が
気
掛
か
り
で
し
た
。

現
代
ア
ー
ト
に
親
し
む
こ
と
に
よ
っ
て
心
に
ゆ
と

り
が
で
き
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
柔
軟
に
向
か
い
合
え
る

と
信
じ
て
お
り
ま
す
。
組
合
員
の
皆
さ
ん
い
か
が

お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

　
も
う
一
つ
気
掛
か
り
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
（協）

金
沢
問
屋
セ
ン
タ
ー
の
完
成
40
周
年
記
念
事
業
の

一
つ
と
し
て
支
援
を
始
め
、
今
年
で
８
回
目
に
な

る
石
川
県
学
童
野
球
新
人
選
手
権
大
会
の
件
で
す
。

大
会
名
に
（協）
金
沢
問
屋
セ
ン
タ
ー
杯
と
明
確
に
記

さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
大
会
参
加
選
手
及
び
選

手
の
父
兄
家
族
の
方
々
を
含
む
相
当
多
数
の
人
達

に
、
我
が
問
屋
セ
ン
タ
ー
が
認
知
さ
れ
る
良
い
チ

ャ
ン
ス
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
か

「
賑
わ
い
の
あ
る
街
」

「
情
報
が
行
き
交
う
街
」
を
目
指
し
て

　
さ
て
、
金
沢
問
屋
セ
ン
タ
ー
は
昭
和
42
年
に

完
成
し
、
平
成
29
年
に
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業
効
果
で
、
観
光
業
界

は
じ
め
経
済
界
こ
ぞ
っ
て
活
況
を
呈
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
環
境
下
、
金
沢
市
の
流
通
拠
点
で

あ
る
金
沢
問
屋
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
さ
ら
な
る

「
魅
力
あ
る
街
づ
く
り
」を
模
索
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
魅
力
あ
る
街
と
は
、
一
つ
に
は「
賑
わ
い
の
あ

る
街
」、
二
つ
目
に
は「
情
報
が
行
き
交
う
街
」で

あ
ろ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
問
屋
町
の
活
性

化
の
た
め
の「
街
の
賑
わ
い
」と
、
問
屋
町
に
働

く
人
に
と
っ
て
の「
魅
力
あ
る
街
づ
く
り
」が
必

要
で
す
。
当
セ
ン
タ
ー
も
一
時
期
は
空
き
店
舗

や
空
き
地
が
目
立
ち
ま
し
た
が
、
新
た
な
企
業

の
進
出
に
よ
り
今
で
は
そ
れ
も
解
消
で
き
、
現

在
は
１
０
５
社
の
異
業
種
の
組
合
員
が
そ
れ
ぞ

れ
に
新
た
な
商
売
に
結
び
付
く
よ
う
な
ア
イ
デ

ィ
ア
を
模
索
し
続
け
て
、
元
気
に
活
動
し
て
お

り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
ハ
ー
ド
面
と
し
て
の「
美
し
い

街
づ
く
り
」と
ソ
フ
ト
面
の「
情
報
発
信
の
研

究
」に
力
を
入
れ
、
歴
史
あ
る
問
屋
と
新
し
い
時

代
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
の
共
存
を
目
指
し
、「
活
気
あ

る
金
沢
問
屋
セ
ン
タ
ー
」と
し
て
付
加
価
値
を
高

め
て
い
き
た
い
。
当
面
は
２
年
後
の
50
周
年
を

見
据
え
、
５
つ
の
委
員
会
で
い
ろ
い
ろ
と
前
向

き
な
議
論
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
青
年
部
の
皆
様
に
も
夢
の
あ

る
建
設
的
な
提
案
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
組
合
の
運
営
に
つ
い
て
明
る
く

前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
最
善
を
尽
く

し
努
力
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
指
導
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
第
52
回
通
常
総
会
に
お
い
て
理
事
長

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
浅
学
菲
才
で
は
あ
り

ま
す
が
一
生
懸
命
に
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
私
自
身
、
冨
木
元
理
事
長
、
伊
藤
前
理
事
長

の
お
二
人
に
お
仕
え
す
る
こ
と
が
で
き
、
い
ろ

い
ろ
と
学
ば
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
特
に
冨
木
理

事
長
の
時
は
、
バ
ブ
ル
経
済
が
は
じ
け
て
マ
イ

ナ
ス
の
経
済
成
長
が
続
き
、
ま
た
リ
ー
マ
ン
シ

ョ
ッ
ク
に
見
舞
わ
れ
て
厳
し
い
環
境
に
も
な
り
、

当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
倒
産
・
廃
業
が
出
て

空
き
店
舗
や
空
き
地
が
目
立
っ
た
時
期
で
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
組
合
員
の
活
性
化
が
な
に
よ

り
大
事
と
金
沢
商
人
塾
を
開
講
し
、
若
手
経
営

者
の
経
営
力
・
人
間
力
を
磨
く
研
修
を
実
施
さ
れ
、

組
合
内
外
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
事

業
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
金
沢
美
術
工
芸
大
学

と
の
連
携
で
は
、
ア
ー
ト
の
街
を
目
指
し
て
き

れ
い
な
街
づ
く
り
を
実
践
さ
れ
ま
し
た
。
伊
藤

前
理
事
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
き
れ
い
な
街

づ
く
り
の
継
承
と
活
性
化
委
員
会
と
情
報
戦
略

委
員
会
の
新
設
に
よ
り
、
時
流
に
乗
っ
た
事
業

展
開
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
会
館

の
大
規
模
改
修
に
着
手
さ
れ
、
当
組
合
の
さ
ら

な
る
発
展
が
期
待
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

活
気
・
賑
わ
い
を

当
組
合
の
付
加
価
値
と
し
て

高
め
て
い
こ
う

髙桑 幸一

協同組合 金沢問屋センター
理事長

協同組合 金沢問屋センター
相談役理事

将
来
に
繋
が
る
事
業
と

信
念
を
持
っ
て

伊藤 淳藏

退
任
に
あ
た
っ
て

理
事
長
就
任
に
あ
た
っ
て



素
朴
な
疑
問
が
生
じ
調
べ
た
と
こ
ろ
、
諸
説
あ

り
ま
す
し
江
戸
時
代
の
初
期
・
中
期
・
後
期

で
物
価
の
違
い
こ
そ
あ
れ
、「
百
万
石
を
現
代

の
お
金
で
い
く
ら
か
と
言
う
と
、
一
石
が
一
両

で
、
一
両
三
十
万
円
と
す
る
と
三
千
億
円（
地

元
紙
の
記
事
よ
り
）」だ
そ
う
で
す
。
ち
な
み

に
江
戸
は
八
百
万
石
で
加
賀
百
二
十
万
石
、

薩
摩（
鹿
児
島
）が
七
十
二
万
石
、
陸
奥（
仙

台
）・
尾
張（
名
古
屋
）は
六
十
万
石
で
し
た
。

今
年
の
石
川
県
の
予
算
が
５
千
４
０
０
億
円
で

す
か
ら
当
時
の
状
況
か
ら
す
る
と
大
き
な
金

額
だ
っ
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　
ま
た
、
金
沢
は
小
京
都
と
も
言
わ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
公
家
文
化
の
京
都
と
武

家
文
化
の
金
沢
に
は
随
所
に
違
い
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
、
京
都
に
は
な
い
魅
力
が
あ
ふ
れ

る
地
で
す
。
ま
た
、
常
に
住
み
た
い
町
・
訪
ね

た
い
町
の
上
位
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　
全
国
に
誇
る
名
園「
兼
六
園
」に
は
地
元
の

人
な
ら
一
度
は
入
園
し
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
金
沢
武
家
文
化
の
代
表
で
も
あ

る
武
家
屋
敷
を
訪
ね
て
み
ま
し
ょ
う
。
大
手
町

に
あ
る
中
級
武
士
で
画
人
だ
っ
た
寺
島
蔵
人
の

邸
は
、
金
沢
文
化
振
興
財
団
の
管
理
す
る
当

時
を
知
る
う
え
で
貴
重
な
屋
敷
で
す
。
こ
こ
は

土
塀
の
続
く
長
町
武
家
屋
敷
跡
に
は
な
い
趣

が
感
じ
ら
れ
て
お
薦
め
で
す
。
同
邸
は
金
沢
観

光
の
メ
イ
ン
コ
ー
ス
か
ら
外
れ
る
も
の
の
、
紹

介
し
た
い
場
所
と
し
て
、
先
日
利
用
し
た
金

沢
観
光
タ
ク
シ
ー
認
定
証
取
得
乗
務
員
さ
ん

か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
場
所
で
す
。

　
ほ
か
に
も
見
ど
こ
ろ
盛
り
だ
く
さ
ん
の
金

沢
、
石
川
県
の
名
所
一
つ
ひ
と
つ
を
ゆ
っ
く
り

じ
っ
く
り
訪
ね
た
く
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　
今
、
金
沢
は
北
陸
新
幹
線
の
開
業
効
果
も

あ
り
、
全
国
で
最
も
旬
な
町
で
す
。
テ
レ
ビ
や

雑
誌
な
ど
に
も
毎
日
の
よ
う
に
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
し
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
の
連
続
ド
ラ
マ

『
ま
れ
』の
舞
台
が
輪
島
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
石
川
県
全
体
も
人
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
以
前
、
東
京
の
あ
る
会
社
か
ら〝
富
山
県
金

沢
市…

〞と
い
う
宛
先（
な
ぜ
か
届
き
ま
し
た

が
）の
郵
便
物
が
届
き
、
金
沢
市
は
知
っ
て
い

て
も
、
そ
れ
が
石
川
県
に
あ
る
こ
と
を
知
ら

な
い
人
も
い
る
の
だ
と
残
念
に
思
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
北
陸
は
首
都
圏
か
ら
見
る
と

意
外
に
遠
く
、
行
き
た
い
け
れ
ど
行
け
な
い

場
所
ら
し
く
、
能
登
に
な
る
と
さ
ら
に
行
き

に
く
い
場
所
の
よ
う
で
し
た
が
、
新
幹
線
の
開

通
に
よ
り
金
沢
ま
で
乗
り
換
え
な
し
で
つ
な

が
り
、
と
て
も
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
町
に
な
っ

た
よ
う
で
す
。

　
さ
て
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
金
沢
に
住
み
な

が
ら
知
ら
な
い
こ
と
や
訪
ね
た
こ
と
の
な
い

場
所
の
多
さ
に
驚
く
日
々
で
す
。
そ
も
そ
も
金

沢
の
代
名
詞
と
言
え
ば「
百
万
石
」で
す
が
、

正
式
に
は
加
賀
百
万
石
の
城
下
町
が
金
沢

で
、
加
賀
藩
は
加
賀
・
能
登
・
越
中
の
大
半

を
領
地
と
し
て
い
た
百
二
十
万
石
の
大
藩
で

す
。「
で
は
、
百
万
石
の
規
模
は
？
」と
い
う

vol.2
0

エ
ッ
セ
ー

エ
ッ
セ
ー

株式会社シキケミカル
代表取締役社長

普和 克守

金
沢（
石
川
県
）再
発
見

昨
年
10
月
か
ら
行
っ
て
き
た
流
通
会
館
の
大
規
模

修
繕
も
完
成
へ
と
近
づ
き
、
便
利
で
使
い
や
す
い

会
館
へ
と
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

　
１
　
外
壁
修
繕
工
事
終
了

　
外
壁
の
修
繕
工
事
が

終
わ
り
ま
し
た
。
組
合
員

さ
ん
を
始
め
、
ご
利
用
者

に
は
大
変
ご
不
便
を
お
か
け

し
ま
し
た
。
改
め
て
皆
様
の
ご

利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
２
　
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
ル
ー
タ
を
設
置

　
長
期
に
わ
た
る
工
事
の
間
に
、
利
用
者
の
利
便

性
向
上
を
目
指
し
て
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
ル
ー
タ
を
各
会

場
に
設
置
し
ま
し
た
。
昨
今
の
イ
ベ
ン
ト
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
設
置
し
て
間
も

な
い
で
す
が
、
利
用
者
か
ら
大
変
好
評
を
頂
い
て

い
ま
す
。

　
１ 

ブ
ロ
グ
運
営
開
始

　
協
同
組
合
・
流
通
会
館
と
も
に
、
ブ
ロ
グ
の
運

営
を
開
始
し
ま
し
た
。
当
組
合
の
理
事
や
委
員
、

職
員
か
ら
の
情
報
を
順
次
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
な
ど
と
合
わ
せ
て
、
ぜ
ひ
一

度
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ブ
ロ
グ
に
は
告
知
ペ
ー
ジ
も

あ
り
ま
す
。
組
合
員
各
社
で
お
知
ら
せ
し
た
い
情

報
が
あ
る
方
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い（
各
社
、

年
に
一
回
程
度
を
想

定
し
て
い
ま
す
）。

　
２ 
カ
レ
ン
ダ
ー

　
　 
導
入

　
組
合
の
一
部
行
事

予
定
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
閲
覧
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

流
通
会
館
が

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

使
い
や
す
く
!!

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の

情
報
発
信
を
強
化

 金沢市卸売業経営革新支援事業を実施

ＩＴ化による卸売業の
経営革新を研究

安
全
に
、

　当組合では今年度も金沢市の補助を受
けて、卸売業の経営革新について研究を
行っています。組合員の収益向上にＩＴ化
をどのように役立てるか？ 近県のＩＴ化
に成功した経営者を招いての経営者向け
セミナー、担当者向けの専門家によるセ
ミナーなどの実施を予定しています。さら
に、毎年評判の良い、パソコンを使った
実践的なセミナーも開催致します。
　各社の収益向上には欠かせないＩＴに
ついて、一緒に勉強しませんか？
※詳細は組合事務局までお気軽にお問い合
わせください！

一緒に勉
強

しませんか
？

北陸スカイテック株式会社北陸スカイテック株式会社
無人ヘリコプターで
農業に新しい風を

　親会社の日栄商事は農業と設備工事の商社。文政年間か
ら続く中村酒造が戦後の混乱期、食料の安定供給を目指し
て起こした会社です。その日栄商事が社会に貢献できる事
業を増やしていこうとするなかで無人ヘリが登場し北陸三
県への販売を開始、北陸スカイテックが誕生しました。
　田植え機やコンバインも一家に一台、農作業も自前でや
るのが当たり前、そんな農業の世界にアウトソーシング的
な考え方を取り入れて効率化・低コスト化が
できないか。モノではなくノウハウも含めた
サービスを提供しようと、北陸スカイテック
と日栄商事はコラボしてきました。農業への
深い理解をもって地道に汗をかく、その積
み重ねを大切にしたいと思っています。

北陸スカイテックのＤＮＡ
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上林 里紗さん

仕事には貪欲に
 そして明るく！

　女性スタッフが一人なので、事務から雑用までの全
てをやっています。フロントにスタッフがいない時は修
理等の受付も。私に車の知識があると思って話される
お客様に「事務なのでわからない」とは言えません。聞
いたことは全てメモをとって整備担当に口頭で伝える
…慣れるまでが大変でした。前任者と交替で聞ける相
手もなく、辛い時期もあったのですが「私がいないと困
るくらいに仕事を自分のものにしてやる」なんてことを
時々思いながら５年、今では店長から一任される仕事も
増えました。失敗する度に一瞬へこみますが、引きずっ
てもどうにもならない！気にすることはやめました。ネ
ガティブになったらオーラも暗くなりますから。
　ふらりと立ち寄ってお茶を飲んでいかれる方がいたり
外を歩いていて声を掛けられたり、思いのほか親しみを
覚えていただいているようでうれしいです。

丸与商事株式会社
岩本 翔兵さん

お客様にとっての
 No．1になりたい！

　加賀友禅の着付け体験をした留学生の友人から「スゴ
イよ！地元に根付いたこんな文化があるなんて」と言われ、
加賀友禅の価値に改めて気付きました。友禅を扱っている
会社を探して「ここしかない！」と昨年入社、アパレル事業
部でレディースものの服やシューズの営業をしています。
　今はお客様の目もすごく鋭くなっています。お客様そ
れぞれに「この商品を扱うこの人と取り引きをしたい」と
考える、お客様にとっての一番の営業マンがいると思う
のですが、僕はまだその他大勢の中の一人。時間はかか
ると思いますが、「この人なら」と思っていただけるNo．
1の存在に早くなりたいと思っています。「本当にお客様
のために」をテーマに、真に相手のことを考えた行動で
いい関係をつくっていきたいです。今は経験を積む大切
な時期、加賀友禅云々でなく、どんなことでも全力投球
でやっていきます。

「うちのキラリンさん」「わが社をＰＲ」「うちのキラリンさん」「わが社をＰＲ」に掲載をご希望の方は、ぜひ事務局までお問い合わせください。取材に伺います。

国際交流活動で、いろいろな価値観を持った
留学生たちから刺激を受けました。今も英語
は勉強中、彼らとも交流が続いています。

試乗車や展示車を動かすことも多く、新車
に乗りすぎて新車に乗った時の新鮮な感
動がなくなってしまいました。そこは残念！

取締役社長 中村 雅人社訓は「まごころ　明るい
対話　皆んなのために役に
立っていますか」です。
我々の仕事は、色々の方々
に支えられて成り立って
います。謙虚さと感謝の気
持ちを常に持ち、お客様、
協力会社、社員も含めた皆
の役に立つ仕組みでない
と長続きしませんから。

　田んぼを耕してから刈取りまで、約10工程ある水稲栽培の中で
最も大変なのは消毒です。田んぼの端っこにお父さんとお母さんが
立って平行に歩きながら薬剤を散布する光景を今でも目にすること
があります。８月の暑いさなかに長袖･長ズボンにマスクで防御をし
ても薬剤を浴びる。そんな辛い作業を空からスーッと短時間でやっ
てくれるのが、無人ヘリコプターです。当社はヤマハの特約店として
無人ヘリを販売し、購入していただいた機体のメンテナンス事業、免
許取得のための技術指導等を行うアカデミー事業、また請負散布事
業を通して農作業効率化のお手伝いをしています。
　今でこそ社会的にも認知されている無人ヘリですが、発売された
約25年前は誰も相手にしてくれませんでした。先進的な農家さん
を回って見てもらうことから始め、現在は社有機を含む140機が北
陸三県で動いています。お客様の信頼を勝ち取るうえで、関連する
様々な知識を誰よりも持っていることは重要。資格はそのことをわ
かり易く担保してくれる指標であり、当社は資格取
得に対して前向きです。社員それぞれがメーカ
ーの厳しい研修制度で機体を勉強し、毒
劇物取扱者の資格を取得しています。地
道に奇をてらわず、いかに日本の農業に
貢献していくかを追求しています。


